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背景および目的	
 

	
 転写因子 Sp1 による遺伝子の転写活性化には、同蛋白質のホモオリゴマー形成と、基本転写因子群 
TAF4 とのヘテロな相互作用の両方が重要である。これまでに、高分解能溶液ＮＭＲにより Sp1 のホモ
オリゴマー形成に関与する領域を同定してきた。本研究はこれを発展させ、Sp1 と TAF4の相互作用を
解析し、ホモならびにヘテロな相互作用がどのように転写活性化に寄与しているのかを明らかにする。 
研究の方法	
 

	
 Sp1, TAF4 のそれぞれを 15N で標識し、二次元 1H-15N HSQC スペクトルを測定する。その後、
15N-Sp1, 15N-TAF4 のそれぞれに非標識 TAF4 および Sp1 を添加し、スペクトルにおける変化を検出
する。それにより、Sp1, TAF4 における相互作用領域を同定する。 
研究成果	
 

	
 Sp1 に２つ存在するグルタミンリッチドメイン（Ｑドメイン）のうち、２番目のドメインであるＱＢ
ドメインのＣ末端部分が TAF4 との相互作用部位であることが明らかとなった。興味深いことに、この
領域は Sp1 のホモオリゴマー形成にも関与している部位とよく一致していた。また、TAF4 に４つ存在
するＱドメインのうち、最初のドメイン（Ｑ１ドメイン）が Sp1 との相互作用において需要であること
が明らかとなった。 
問題点と今後の見通し	
 

	
 本研究成果により、Sp1 の自己会合に関与する領域と、Sp1-TAF4 間相互作用に関与する領域がほぼ
一致していることが明らかになった。今後、この領域による分子間相互作用をさらに詳細に解析するた

めに、同領域に部位特異的アミノ酸変異を導入し、会合の分子機構を定量的に明らかにする。 
※本様式は、“拠点事業成果報告”として、拠点ホームページにて公開させていただく予定です。	
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